
特電 
TOKUDEN 

 
 

基板裏面を写真２に示します。 

 

 

 

 

 

写真２ メイン基板・裏面の外観 
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３．２ コネクタ配置 
（１） アナログ入力コネクタ 
 CN1～CN8 は、アナログ入力コネクタです。アナログ入力の CH1～CH8 に対応しています。コネク

タとチャネル番号の対応を図 1 に示します。アナログ入力コネクタは、SMA コネクタで、フルスケール

は±0.5Vpp です。ただし、50Ωで GND に接続されています。 
 

 
図 1 SMA コネクタのピン配置対応図 

 
（２） 汎用 GPIO 
 CN9 は、2.54mm ピッチの汎用の GPIO で、振幅は 1.8V です。 

 
写真 3 汎用 GPIO コネクタ 
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 ピン配置は以下の図 2 のようになっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 GPIO のピン配置 
 
 

表 1 GPIO のピン番号 
信号名 FPGA ピン番号 信号名 FPGA ピン番号 

EXT0 AA25 EXT1 AB25 
EXT2 AC24 EXT3 AB24 
EXT4 AC23 EXT5 AA23 
EXT6 AB22 EXT7 Y20 

 
EXT4 は FPGA の MRCC に接続されており、クロック入力として使うことができます。 
 
（３） USB2.0 (USB-UART) 
 CN24 は USB-UART（仮想 COM ポート）のコネクタです。USB-UART は Sillicon Labs 社の CP2104
というチップを使用しています。CP2104 のデバイスドライバは下記の URL からダウンロードできます。 

http://www.silabs.com/Support%20Documents/Software/CP210x_VCP_Windows.zip 
 この USB-UART は ZYNQ の PS 部の UART につながっていて、ZYNQ のコ

ンソールとホスト PC との間でキャラクタベースで通信することができます。 
 通信速度は 115200bps です。 
 
 また、Cosmo-Z 本体の電源が入っていなくても、USB-UART の電源はこのコ

ネクタから供給されるので、Cosmo-Z の電源を ON/OFF するたびにターミナル

ソフトを接続・切断する必要はありません。 
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（４） USB3.0 コネクタ 

CN26 は、USB3.0 コネクタです。規格は Micro USB3.0 で、ボード上の EZ-USB 
FX3 を介して ZYNQ の PL に接続されています。 

USB 3.0 SuperSpeed で通信した場合、最大 300～400MByte/秒の速度でホスト

PC とデータをやりとりできます。 
 
このコネクタには USB2.0 MicroB ケーブルをつなぐこともでき、USB2.0 の場合は最大 40MB/秒程度

でデータをやりとりできます。 
デバイスドライバは付属の CD-ROM に同梱しています。 
 

（５） GigabitEthernet コネクタ 
 CN21 は Gigabit Ethernet のコネクタです。Gigabit Ethernet
は ZYNQ の PS 内の PHY に接続されていて、10/100/1000Mbps
の速度で TCP/IP の通信をすることができます。 
 また、Power Over Ether を使って電源を供給することもできま

す。本装置の定格動作時の電流は 5V で 1.2A 程度なので、消費電

力は 7W 程度です。Power Over Ether のクラス 1 で足りるでしょ

う。 
 

 
（６） 電源コネクタ 
 GigabitEthernet コネクタの上にあるのが、電源用コネクタです。2.1mm 規格の AC アダプタを接続

します。中心導体が＋で、外側が GND です。 
 定格電圧は 5V DC です。12V を加えると本体基板が故障しますので、注意してください。 

 
（７） JTAG コネクタ 

 XILINX Platform Cable USB をつなぐためのコネクタです。 

 
写真 7  JTAG コネクタ 
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（８） GTX コネクタ 
 ZYNQ のギガビット・トランシーバ GTX2 と GTX3 のコネクタです。上側が送信用、下側が受信用で

す。最大 6Gbps の速度で通信できます。 

 
写真 8  GTX コネクタ 

 
(９) Serial ATA コネクタ 

HDD や SSD を接続するためのコネクタです。 

 
写真 9  SATA コネクタ 

 
（１０） PCI Express External Cabling コネクタ 
 PCI Express External Cabling を使ってホスト PC と接続するため

のコネクタです。 
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３．３ スイッチ 
（１） 起動モード選択スイッチ 

写真 11 の右側のスライドスイッチは、起動モード選択スイッチです。右側に切り替えると SD カード

から起動します。左側に切り替えると、JTAG モードで起動します。 
XILINX SDK を使ってデバッグをしたり、書き込みを行う場合は、左側に切り替えてください。 

 
 

 
写真 11  リセットスイッチと起動モード選択スイッチ 

 
（２） リセットスイッチ 

写真 11 の左側の赤いプッシュスイッチは、リセットボタンです。ZYNQ の PS_POR_B につながって

いて、PL と PS をリセットします。 
 
（３） ユーザスイッチ 
 基板上の青いスイッチは、ユーザ用スイッチです。FPGA の Y11 番ピンに接続されています。 

 

写真 12  ユーザスイッチ 
 

 
  

起動モードスイッチ リセットスイッチ 
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３．４ LED 
 基板上には 8 つのユーザスイッチがあります。各 LED の FPGA との接続を表 2 に示します。各 LED
は FPGA の端子から L レベルを出力したときに点灯します。 
 

表 2 LED の接続 
信号名 FPGA ピン番号 信号名 FPGA ピン番号 

LED1 AA12 LED2 AB11 
LED3 AC11 LED4 AA13 
LED5 AB12 LED6 AB14 
LED7 AB15 LED8 AC14 

 
３．５ クロック 
 基板上には 2 つのクロックソースがあります。 
 １つは PS 用の 33.333MHz で、ZYNQ の PL の PS_CLK 端子に接続されています。このクロックを

利用するには、PS をプログラミングして FPGA 内部で PS→PL へと通さなければなりません。 
 もう１つのクロックは GTX 用のクロックで 150MHz です。これは MGTREFCLK1 に接続されていま

す。GTX のリファレンスクロックですが、GTX から PL へと供給することができます。 
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４．起動方法 
４．１ 通常の起動 
 本装置は通常は SD カードから起動します。SD カードに boot.bin といファイル名で ZYNQ の起動フ

ァイルを保存しておき、スライドスイッチを右側に切り替えて、電源を ON します。 

 
写真 13  通常の起動（スイッチを右側にする） 

 
４．２ デバッグ時の起動 

デバッグを行うため、FPGA や PS を個別に書き込む場合は、スライドスイッチを左側の JTAG モー

ドにします。スライドスイッチを右側にした状態で、起動に失敗した場合（たとえば、SD カードが刺さ

っていないなど）、XILINX SDK から書き込んだり、デバッグしたりできないことがあります。 
 

４．３ 電源の供給 
 電源は、5V2A 以上の容量を持った AC アダプタか安定化電源、もしくは Power Over Ether で給電し

てください。異常動作時の過大な電流を早期に発見するためにも、開発時はできるだけ安定化電源から

供給するようにしてください。 
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５．サンプルアプリケーション 
５．１ Linux 起動サンプル(計測はできない) 

付録 CD-ROM の\ Linux のみ フォルダには、サンプルの Linux 起動イメージが入っています。SD
カードにコピーして、起動すると Linux が起動します。この Linux は XILINX が提供しているデフォル

トのシンプルな Linux です。 
このアプリケーションを起動したときの消費電流は約 0.9A です。FPGA を起動しないため、消費電力

は少な目です。 

 

図 3 Linux 起動時の画面  
 

 
このサンプルアプリケーションを使用する必要はありません。 
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５．２ ADC サンプル(USB 専用。LAN には対応していない古いバージョン) 

付録 CD-ROM の\旧 Cosmo-Z(20150311)\boot には、サンプルの ADC アプリケーションの起動イメー

ジが入っています。SD カードにコピーして、起動するとサンプルアプリケーションが起動します。この

アプリケーションを起動したときの消費電流は約 1.26A です。 

 

図 4 サンプルの ADC アプリ起動時の画面  
 

このサンプルアプリケーションは USB 専用で、LAN からは使用できません。 
現時点では機能的に古いため、使用する必要はありません。 
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同じく CD-ROM の\旧 Cosmo-Z(20150311)\CosmoZCapture フォルダには Windows 版のアプリケーシ

ョンが格納されています。アナログ波形の表示やスペクトルの表示ができます。 

 

図 5 アナログ波形表示の画面  
 

 

図 6 ヒストグラム表示の画面  
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図 7 スペクトラム表示の画面  
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６ 計測アプリケーション「Cosmo-Z 2015」の使い方 
６．１ 概要 

CD-ROM の\Cosmoz2015 フォルダには最新の計測アプリケーションが格納されています。このアプリ

ケーションでは、Web インタフェースを通じて柔軟な波形測定や、ヒストグラムの表示、周波数解析な

どができます。 

 
図 8 Cosmo-Z 2015 アプリケーションの画面 

 
Cosmoz2015フォルダの中は以下のようになっています。 

 

図 9 CosmoZ2015 フォルダの中身 
 
 ・workspace2015 フォルダには、ソフトウェアのソースコードが格納されています。 
 ・np1068fpga フォルダには、FPGA のソースコードが格納されています。 
 ・sdcard フォルダには、SD カードに書き込むべきファイルが格納されています。 
 このアプリケーションを使用するには、sdcardフォルダの中身をSDカードに書きこんでください。 
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６．２ Cosmo-Z 2015 の使い方 

（１） ネットワークの設定 
Cosmo-Z の IP アドレスは、デフォルトで 192.168.1.80 になっているので、ネットワーク環境に

応じて変更する必要があります。IP アドレスを変更するには、Cosmo-Z から SD カードを取り出し、

中の init.sh の下記の部分を変更してください。 
ifconfig eth0 inet 192.168.1.80 

route add default gw 192.168.1.1 

また、SD カード上内の resolv.conf には、 
nameserver 192.168.1.1 

という記述があるので、ここに DNS サーバを指定してください。 
 （２） 起動モードの切り替え 
   Cosmo-Z に SD カードを挿し、スライドスイッチ SW1 を内側（水晶発振器側）に切り替えます。 

 
写真 14  起動モード（スイッチを右側にする） 

 
 （３）電源の投入 

 Cosmo-Z の DC ジャックに、5V の AC アダプタを接続するか、もしくは、給電機能付きのイーサ

ネットハブを接続します。基板上のネットワークコネクタの隣の LED が点灯するのを確認します。

もし、点灯しなければ電源が入っていません。 
 基板上の 8 個並んだ LED が●●●●●●●●のように点灯することを確認します。もし、ここで

何も点灯しない場合は、SD カードからブートプログラムが読み込まれていません。 

 
写真 15  正常起動時の LED 表示 
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（４）ネットワーク接続の確認 

 しばらくするとLinuxが起動するので、前のページで設定した IPアドレスをブラウザで開きます。 
 

（５）基板の状態の確認 
 Cosmo-Z が起動していれば、下記の Web 画面が見えるはずです。この画面では、時刻と、FPGA
の温度と、ADC の状態を監視することができます。 

 

図 10 起動後のステータス確認 
 

  

60℃前後なら問題ない 
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（６）ADC の設定とリセット 

 Web 画面を開いたら、メニューの「計測の設定」というボタンをクリックし、「Cosmo-Z 計測

設定 2」画面を出します。以下の設定と初期化は、起動のたびに毎回行ってください。 

 
図 11 ADC 設定の変更 

 
（７） 波形モニタ方法 

 メインメニューの「波形モニタ」をクリックすると、波形モニタ画面が開きます。基本的にはこ

の画面で波形を確認してください。 

 
図 12 波形のモニタ 

 

① 周波数を変更する 

② リセットを行う  
 
③ すべてが緑色に  
なったことを確認する 
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（８） 波形モニタの設定方法 

波形モニタ画面では、以下の操作が行えます。 
 トリガメニュー 

   Auto：連続してサンプリング（デフォルト） 
   Normal:トリガが入ったときだけサンプリング 
   Single:トリガが入ったとき 1 回だけサンプリング 
 長さメニュー 

   何ポイントのデータをサンプリングするか 
 トリガ設定メニュー 

   デフォルトでは CH1 のディスクリになっているので、 
   Rising Edge にして、トリガをかけたい値を指定する 
 表示範囲メニュー 

   自動：現在の波形を最大限詳しく見られるように表示範囲が自動的に変わる 
   フル：全範囲を表示する 
   ユーザ指定：ユーザが指定した横軸・縦軸の範囲を表示する 
また、トリガタイプや値を変更したら、「変更」ボタンを押してください。 

 
（９） FFT とヒストグラム表示 

 FFT ボタンを押すと、現在の FFT スペクトラムが表示されます。ヒストグラムボタンを押す

と、現在の入力のヒストグラムが表示されます。これらは、入力のノイズの状況等を確認する

ときに使用するとよいでしょう。 
 

  

 
図 13 スペクトラムの表示 

 

 
図 14 ヒストグラムの表示 

 
  

20 
 

©Copyright 2014 特殊電子回路㈱ All rights reserved. 

http://192.168.2.80/monitor.html
http://192.168.2.80/monitor.html


特電 
TOKUDEN 

 
（１０） ファイル機能 

波形モニタ画面で記録ボタンを押すと、現在の波形をファイルに保存することができます。 
 
 
 

 

図 15 記録ボタン 
 

図 16 記録ダイアログ 
 

記録ダイアログが開いたら、キャプチャの形式を指定し、ファイル名を設定します。 
  キャプチャ形式 

   生波形     … オシロのようにそのまま記録します 
   長時間トリガ  … 長時間のプレトリガを実現します 
   低レートパルス … 放射線の計測時に使います。トリガが発生した時点での、 
             波高値、発生時刻、チャネル番号、生波形が記録されます。 
             トリガが発生していない期間の波形は記録されません。 

 記録された波形は SD カードの/mnt/data フォルダに格納されます。格納されたファイルはメイ

ンメニューの「ファイル」を選択することで読み出すことができます。 

 
図 17 ファイル一覧表示 

 
 記録された波形は SD カードの/mnt/data フォルダに格納されます。格納されたファイルはメイ

ンメニューの「ファイル」を選択することで読み出すことができます。 

 
図 18 ファイルから波形表示 
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７．注意事項 
機器や記録メディアに損傷を与えないようにするため、必ず以下のことをお守りください。 
 
① 電源通電中に、子基板を抜き差ししてはいけません。子基板の抜き差しは必ず、電源 OFF の状態

で行ってください。 
② 本装置のアナログ入力部は保護ダイオードが入っていますが、このダイオードに頼るような設計

はしないでください。過大な電圧が加わるとアナログ系統を損傷する可能性があります。特に、

±3V 以上の電圧を加えないようにしてください。 
③ 動作中に SD カードを抜き差ししないでください。ディスクの中身の同期ができなくなり、最悪の

場合、ファイルシステムを破損します。 
④ ボード上の半固定抵抗を回さないでください。 
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